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紀州材が彩る学びの空間

CASE 12

田中小学校

所在地 紀の川市

発注者

地域 地区

施設用途

建築面積

延べ面積

階　数

構　造

設計者

紀の川市

都市計画区域内、近隣商業地域

小学校

2462.27㎡

6,252.44㎡

3

鉄筋コンクリート造

(株)東畑建築事務所

設計契約額 107,580,000円

設計予算額 115,268,000円

監理者 (株)東畑建築事務所

監理予算額 46,375,000円

監理契約額 44,475,200円

施工者 (株)小池組

工事予算額 3,302,200,000円

工事契約額 2,871,000,000円

「木の香りがすごーい！」「めっちゃ落ち着く！」

「癒やされるー！」・・・、初めて児童が校舎に入

った時の歓声に混じった児童の声です。この誰し

もが本能的に感じる木のあたたかさや優しさを

活かし、これからの学校に求められている「児童

のウェルビーイングの向上」を進めていきます。

木材加工者 天龍木材(株)他

木材供給者 西牟婁森林組合田辺木材共販所、(株)伸栄木材

無垢/集成 無垢材、集成材

木質化面積 2,548㎡

木材使用量 51.5㎥

炭素貯蔵量 35.2ｔ-CO2

利用者の 声

　  　
田中小学校　校長　三浦 正嗣さん

築50年以上が経過し老朽化が進んでいた旧校舎。教室不足の解消と、多様な学習環境への対応を図るべく、新校舎が計画されました。

新校舎では、発表の場や異学年交流の場となる階段教室が校舎の中心に配置され、教室と廊下の間仕切りを開けることが出来るな

ど、開放的な空間設計が行われています。また、各教室、階段教室、図書室、玄関ホールなどの内装木質化と木製品整備では、木の温

もりあふれる学習環境を整えるため、ふんだんに紀州材が使用されています。

(竣工 2025年)
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利用者の 声
　  　

毎朝使う下足箱。肩寄せ合う廊下のベンチ。

あちこちで紀州材が爽やかに息づいている有和中

学校。子どもたちは紀州材のぬくもりに包まれなが

ら穏やかに学校生活を送っています。

有和中学校 教頭　奥村 裕さん

有和中学校

所在地 有田市

発注者

地域 地区

施設用途

建築面積

延べ面積

階 数

構 造

有田市

都市計画区域内、第1種住居地域

中学校

5207.91㎡

14318 .16㎡

5

RC造（教室棟・メディアセンター）、鉄骨造（体育館棟）

主要構造部

設計予算額

耐火

設計者 隈研吾・二本柳慶一設計共同企業体

構造：構造計画研究所

202,000,000円

設計契約額 201,960,000円

監理者 隈研吾・二本柳慶一設計共同企業体

監理予算額 102,061,000円

監理契約額 102,050,000円

施工者 清水・初島・桑原特定建設工事共同企業体

工事予算額 4,954,863,000円

工事契約額 4,922,799,200円

家具製作者 (株)日本システム家具

木材供給者 田辺市中辺路木材加工場

無垢 / 集成 集成材

木材使用量 32.8㎥

炭素貯蔵量 11t -CO2

紀州材で地域性を表現

CASE 13

有田市に新たに統合整備された有和中学校では、生徒・来校者が必ず利用する下足箱等が紀州材で作られています。

また、外部エントランス廻りには、視覚的効果を高めるために和歌山県産スギ無垢材が用いられています。

(竣工 2023年)
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